
 

25  

昭
和
五
十
九
年
六
月
十
九
日
提
出 

質

問

第

二

五

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
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す
る
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一 

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二
日
及
び
十
一
月
四
日
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
議
録
第
八

号
、
第
九
号
に
記
載
の
と
お
り
、
政
府
は
二
階
堂
進
氏
に
対
し
左
の
報
告
を
な
し
て
い
る
。 

 

「
元
内
閣
官
房
長
官
二
階
堂
進
。 

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
の
捜
査
の
経
過
に
お
い
て
得
ら
れ
た
資
料
、
す
な
わ
ち
、
全
日
空
関
係
者
及
び
丸
紅
関
係
者

の
供
述
、
米
国
に
お
け
る
嘱
託
証
人
尋
問
の
結
果
等
に
よ
れ
ば
、
二
階
堂
進
は
、
昭
和
四
十
七
年
七
月
七
日
か

ら
同
四
十
九
年
十
一
月
十
一
日
ま
で
の
間
、
内
閣
官
房
長
官
で
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
昭
和
四
十
七
年

十
一
月
初
旬
こ
ろ
、
東
京
都
内
に
お
い
て
全
日
空
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
若
狭
得
治
ら
よ
り
依
頼
を
受
け

た
丸
紅
株
式
会
社
取
締
役
伊
藤
宏
か
ら
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
か
ら
流
入
し
た
い
わ
ゆ
る
三
十
ユ
ニ
ッ
ト
の
領
収
証

に
見
合
う
三
千
万
円
の
一
部
で
あ
る
現
金
五
百
万
円
を
、
全
日
空
が
Ｌ
一
〇
一
一
型
航
空
機
を
導
入
す
る
こ
と 

二
階
堂
進
氏
の
処
分
と
国
務
大
臣
の
職
務
権
限
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

 

四 

に
つ
い
て
尽
力
し
た
謝
礼
の
趣
旨
の
も
と
に
受
領
し
た
と
認
め
ら
れ
る
が
、
右
金
員
は
内
閣
官
房
長
官
と
し
て

の
職
務
に
関
す
る
対
価
で
あ
る
こ
と
が
認
定
で
き
な
い
た
め
に
、
収
賄
罪
の
成
立
は
認
め
ら
れ
な
い
。
」 

右
報
告
記
載
事
実
を
今
日
で
も
維
持
さ
れ
る
か
。 

二 

右
金
五
百
万
円
の
授
受
に
つ
き
、
政
府
報
告
に
よ
る
と
こ
ろ
の
授
け
た
方
の
趣
旨
、
ま
た
、
受
け
た
方
の
趣

旨
は
何
か
。 

三 

右
報
告
に
お
い
て
は
、
「
官
房
長
宮
と
し
て
の
職
務
に
関
す
る
対
価
で
あ
る
こ
と
が
認
定
で
き
な
い
た
め
に
、

収
賄
罪
の
成
立
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
あ
る
が
、
国
務
大
臣
と
し
て
の
職
務
に
関
す
る
云
々
と
ふ
れ
て
い
な
い

の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
か
。 

四 

国
務
大
臣
の
職
務
権
限
に
つ
い
て
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


